
一
部
改
善
は
あ
っ
た
が
隔
た
り
は
埋

ま
ら
ず

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、
交

渉
で
「
専
門
職
性
に
基
づ
く
適
正
な
賃

金
等
の
労
働
条
件
」
「
職
務
給
の
原
則
」

を
理
由
に
、
60
歳
以
降
の
給
与
の
３
割

削
減
は
納
得
で
き
な
い
こ
と
、
長
時
間

過
密
労
働
の
改
善
・
軽
減
策
の
取
組
、

管
理
監
督
職
の
降
任
後
（
役
職
定
年
）

の
格
差
待
遇
、
教
員
不
足
問
題
へ
の
対

応
な
ど
を
論
点
に
交
渉
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
暫
定
的
な
再
任
用
教
職

員
の
現
行
給
料
月
額
の
約
２
％
（
６
３

０
０
円
程
度
）
の
改
善
な
ど
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

く
つ
か
の
部
分
で
組
合
の
要
求
と
の
隔

た
り
は
大
き
く
、
納
得
で
き
る
最
終
回

答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
年
延
長
制
度
完
成
後
は
40
歳
代
の

賃
金
が
押
さ
え
つ
け
ら
れ
る‼

政
府
は
定
年
制
度
が
完
成
す
る
ま
で

の
間
に
賃
金
カ
ー
ブ
の
見
直
し
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

特
に
40
歳
代
ぐ
ら
い
か
ら
賃
金
が
押
さ

え
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
計
費

が
一
番
か
か
る
世
代
の
賃
金
が
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
給

与
の
３
割
削
減
な
ど
を
「
当
分
の
間
」

と
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

定
退
職
手
当
を
引
下
げ
は
許
さ
れ
な

い
退
職
手
当
は
、
勤
続
年
数
や
退
職
時

の
俸
給
月
額
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

段
階
的
定
年
延
長
期
間
中
は
「
ピ
ー
ク

時
特
例
」
に
よ
り
現
行
の
水
準
は
維
持

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
定
年
延
長
完
成

時
に
は
、
賃
金
カ
ー
ブ
フ
ラ
ッ
ト
化
の

影
響
を
受
け
ピ
ー
ク
時
の
賃
金
水
準
も

引
下
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
退
職
手
当

算
出
基
準
に
し
た
場
合
、
現
行
の
３
割

減
も
あ
り
得
る
話
で
す
。
退
職
手
当
は

賃
金
の
後
払
い
的
性
格
を
も
つ
も
の
で

あ
り
、
専
門
職
性
も
ふ
ま
え
た
水
準
が

確
保
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
適
正
な
賃
金
の
保

障
を教

職
員
の
適
正
な
待
遇
は
、
よ
り
良

い
教
育
の
実
現
と
も
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
労
働
力
の
対
価
と
し

て
の
適
正
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

将
来
を
見
据
え
、
教
員
へ
の
残
業
手

当
支
給
の
制
度
を
創
設
し
「
定
額
働
か

せ
放
題
」
の
状
態
を
解
消
す
る
な
ど

「
給
特
法
（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校

等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
）
」
の
改
正
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。

教
育
委
員
会
に
は
、
教
職
員
の
働
く

意
欲
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、
長
期
的

な
視
点
で
の
待
遇
改
善
の
た
め
の
施
策

の
検
討
を
望
み
ま
す
。
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定年延長制度 特集 この新聞はすべての教職員に配布しています全教北九州 検索

定年延長による給与3割削減は若い世代にも大打撃

年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
の
た
め

の
段
階
的
な
定
年
延
長
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
間
、
制
度
設
計
に

関
し
教
育
委
員
会
と
交
渉
し
、
６
月
30
日
に
制
度
改
正
の
最
終
回
答
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
交
渉
に
よ
り
一
部
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
い
く
つ

か
の
部
分
で
組
合
の
要
求
と
の
隔
た
り
が
大
き
く
、
納
得
で
き
る
最
終

回
答
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
制
度
概
要
は
２
面
）

新聞 全教北九州
全教北九州市教職員組合
発行責任者 中川喜久子
2022年7月26日

千
堂
陸
軍
墓
地

（
小
倉
北
区
）

１
８
７
５
年
、
小
倉
城

内
に
歩
兵
14
連
隊
が
設
置

さ
れ
る
と
練
兵
場
な
ど
関

連
す
る
施
設
も
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
戦
死
者
と
公
務

中
の
死
者
を
埋
葬
す
る
埋

葬
地
も
篠
崎
村
千
堂
の
丘

陵
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
埋
葬
地
」
の
名
前
の

通
り
、
当
初
は
土
葬
で
一

人
一
人
に
階
級
に
対
応
し

た
規
格
の
墓
石
を
建
て
て

い
ま
し
た
が
、
日
清
戦
争

か
ら
は
火
葬
で
合
葬
し
て

も
良
い
と
さ
れ
、
日
露
戦

争
以
降
は
戦
死
者
は
原
則

火
葬
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
個
人
墓
か
ら
戦
争
ご
と

に
合
葬
碑
を
建
立
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
火
葬

に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で
戦

死
者
の
遺
骨
は
陸
軍
墓
地

と
家
の
墓
地
の
二
カ
所
に

葬
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
に
な
る
と
墓
地
が

手
狭
に
な
っ
た
た
め
１
９

４
２
年
に
小
倉
市
黒
原

（
現
在
の
平
和
公
園
）
に

新
た
に
陸
軍
墓
地
を
整
備

し
移
転
し
ま
す
。
こ
の
時

個
人
墓
の
遺
骨
は
遺
族
に

返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。

跡
地
に
は
、
１
９
５
４

年
「
南
小
倉
小
学
校
」
が

開
校
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

敷
地
内
に
１
９
０
５
年
に

建
立
さ
れ
た｢

常
陸
丸
記
念

碑｣

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

教
育
委
員
会
、
最
終
回
答
を
提
示

一
部
成
果
は
あ
っ
た
が
隔
た
り
は
埋
ま
ら
ず

見直し後の給与カーブイメージ

国家公務員の定年退職及び応募認定退職に
よる平均退職金額（千円）

定年制度延長交渉



現
場
の
実
態
を
無
視

こ
の
通
知
の
本
来
の
趣
旨
は
、
今

問
題
と
な
っ
て
い
る
長
時
間
勤
務
を

削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
や
福

祉
の
増
進
を
図
り
な
が
ら
、
同
時
に

教
育
の
質
も
担
保
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

し
か
し
教
育
委
員
会
は
、
勤
務
時

間
の
管
理
で
長
時
間
勤
務
は
解
消
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
そ
の
内
容
も
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
管
理

が
中
心
で
、
過
重
負
担
を
解
消
す
る

た
め
の
校
内
分
掌
、
体
制
の
見
直
し
、

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
方
法
、
業
務
の

精
選
に
触
れ
て
は
い
て
も
、
具
体
的

な
削
減
施
策
に
は
言
及
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
認
識
は
教
育
現
場
の
実
態

と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。

｢

命
令｣

と｢

進
行
管
理｣

が
強
調

さ
れ
る
時
間
外
勤
務

通
知
で
は
、
管
理
職
に
時
間
外
勤

務
の
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
時
間
外
勤
務
が

必
要
と
認
め
る
教
職
員
に
つ
い
て
は
、

必
ず
終
業
時
ま
で
に
時
間
外
勤
務
の

命
令
を
行
う
こ
と
、
②
時
間
外
勤
務

は
教
職
員
の
判
断
に
任
せ
ず
、
緊
急

性
、
計
画
的
処
理
等
の
観
点
で
管
理

職
が
判
断
す
る
、
③
時
間
外
勤
務
を

し
な
い
教
職
員
に
は
積
極
的
に
退
校

を
促
す
、
④
時
間
外
勤
務
を
命
じ
た

場
合
は
そ
の
翌
日
に
報
告
さ
せ
、
業

務
の
進
捗
状
況
を
把
握
し
、
業
務
の

適
正
な
進
行
管
理
を
行
う
、
⑤
「
サ
ー

ビ
ス
残
業
」
は
明
示
的
に
も
暗
黙
的

に
も
絶
対
さ
せ
な
い
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
「
命
令
」

を
出
す
ま
で
も
な
く
、
休
日
や
時
間

外
の
緊
急
な
生
徒
指
導
対
応
、
職
員

会
議
等
も
行
っ
て
お
り
、
こ
と
さ
ら

「
命
令
」
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
違

和
感
が
あ
り
ま
す
。

「
勤
務
時
間
を
考
慮
し
た
時
間

設
定
」
は
ど
こ
へ

文
部
科
学
省
は
適
正
な
勤
務
時
間

時
間
の
設
定
と
し
て
「
早
朝
や
夜
間

等
に
勤
務
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に

お
け
る
勤
務
時
間
の
割
り
振
り
等
適

正
な
措
置
の
徹
底
」
「
児
童
生
徒
等

の
登
下
校
時
刻
や
、
部
活
動
、
学
校

の
諸
会
議
等
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

が
適
正
な
時
間
に
休
憩
時
間
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
含
め
、

教
職
員
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
た
時

間
設
定
を
行
う
こ
と
。
」
な
ど
長
時

間
勤
務
解
消
の
た
め
の
施
策
を
教
育

委
員
会
に
求
め
て
い
ま
す
が
、
通
知

で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

管
理
だ
け
で
長
時
間
勤
務
は
解

消
で
き
な
い

全
教
北
九
州
は
、
教
職
員
が
健
康

で
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
労
働
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

通
知
は
、
過
度
の
管
理
に
よ
る
締

め
付
け
の
印
象
が
強
く
、
時
短
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま
せ

ん
。創

造
性
、
専
門
性
が
要
求
さ
れ
る

教
育
の
仕
事
と
行
き
過
ぎ
た
労
務
管

理
は
相
い
れ
ま
せ
ん
。
先
生
が
足
り

な
い
、
仕
事
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
現

場
の
実
情
に
目
を
む
け
る
こ
と
。
教

職
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
生
き
生
き

と
働
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
場
の
実

現
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
し
て
、
現

場
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
育
委
員
会
と

な
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

管
理
監
督
職
勤

務
上
限
年
齢
制

（
役
職
定
年
制
）

の
導
入

管
理
監
督
職

（
指
定
職
及
び

俸
給
の
特
別
調

整
額
適
用
官
職

等
）
の
職
員
は
、

60
歳
の
誕
生
日

か
ら
同
日
以
降

の
最
初
の
４
月

１
日
ま
で
の
間

に
、
管
理
監
督

職
以
外
の
官
職

に
異
動
（
降
任
・

転
任
）
さ
せ
る
。

60
歳
に
達
し
た

教
職
員
の
給
与

①
当
分
の
間
、
給
料
月
額
は
、
60
歳

以
降
７
割
水
準
の
給
料
月
額
を
支

給
。
３
割
の
減
額
。
（
１
０
０
円

未
満
の
端
数
は
、
１
０
０
円
単
位

に
切
り
上
げ
た
額
）

②
当
分
の
間
、
役
職
定
年
に
よ
り
降

任
し
た
教
職
員
は
、
降
任
前
の
給

料
月
額
の
７
割
水
準
の
ほ
か
、
管

理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
調
整
額

を
加
算
し
支
給
。

③
退
職
手
当
の
基
本
額
の
算
定
で
は
、

「
ピ
ー
ク
時
特
例
（
、
減
額
前
の

給
料
月
額
（
号
給
）
に
応
じ
た
期

間
を
考
慮
し
た
計
算
と
な
る
）
」

を
適
用
た
め
、
現
行
の
水
準
を
維

持
。

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制

度
の
導
入

①
60
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職
し

た
教
職
員
に
適
用
。

②
現
行
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
教
職

員
の
勤
務
パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択
。

③
給
与
、
諸
手
当
、
休
暇
な
ど
も
現

行
再
任
用
制
度
を
適
用
。

高
齢
者
部
分
休
業
制
度
の
導
入

①
55
歳
に
達
し
た
日
に
属
す
る
年
度

の
翌
年
か
ら
、
定
年
退
職
日
年
度

の
ま
で
の
間
。

②
現
行
再
任
用
短
時
間
勤
務
の
勤
務

パ
タ
ー
ン
か
ら
選
択
。
た
だ
し
、

勤
務
時
間
の
半
分
を
休
業
の
上
限

と
す
る
。

③
年
度
中
途
の
勤
務
時
間
の
変
更
は
、

各
年
度
10
月
１
日
の
時
点
で
、
一

週
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
増
え
る

場
合
に
限
る
。

④
休
暇
・
休
業
は
、
常
勤
教
職
員
と

同
様
の
扱
い
。

再
任
用
制
度
に
つ
い
て

①
現
行
再
任
用
制
度
は
廃
止
。
新
た

な
定
年
前
再
任
用
制
度
へ
移
行
。

②
対
象
者
は
、
定
年
退
職
し
た
者
等
。

③
任
期
は
１
年
。
勤
務
成
績
が
良
好

な
場
合
は
65
歳
ま
で
更
新
で
き
る
。

④
勤
務
時
間
は
、
現
行
再
任
用
教
職

員
と
同
様
の
扱
い
。

⑤
給
与
は
、
現
行
給
料
月
額
の
２
％

程
度
改
善
。
そ
の
他
、
諸
手
当
、

休
暇
等
の
制
度
は
現
行
同
様
。

2022年7月26日 新聞 全教北九州 ( 2 )

教
育
委
員
会
「
勤
務
時
間
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
」
の
問
題
点

北
九
州
市
教
育
委
員
会
は
、
２
０
２
２
年
７
月
６
日
、
教
職
員
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
及
び
実
勤
務
時
間

の
縮
減
を
目
的
と
し
た
通
知
「
勤
務
時
間
等
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
」
を
発
出
し
ま
し
た
。
こ
の
通
知
は
、

文
部
科
学
省
が
２
０
１
９
年
に
発
出
し
た
通
知
「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
関
す
る
取
組
の
徹
底
に
つ

い
て
」
を
受
け
て
毎
年
こ
の
時
期
に
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
通
知
の
内
容
に
は
「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

管
理
に
よ
る
勤
務
時
間
削
減
は
「
時
短
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
引
き
起
こ
す

定年延長制度の概要
実施時期 令和５年（2023年）４月１日より


